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＊学校関係者による評価の評語は、自己評価結果について以下の観点で行う。
　　Ａ　自己評価は適切である　　Ｂ　自己評価は概ね妥当であるが根拠資料が不足している　　Ｃ　自己評価と実態との差が大きい　　Ｄ　自己評価方法を見直す必要がある

A

主体的できちんと自己
評価ができる取り組み
ができてきているた
め、教員、児童ともに
評価していく。

A

A

児童アンケートで、Ａ、Ｂが６０％未満

学校行事についての保護者アンケートでA,Bが70％以上

学校行事についての保護者アンケートでA,Bが60％以上

学校行事についての保護者アンケートでA,Bが60％未満

学芸会において、各学
年ともに限られた時間
の中で個々の目標を
しっかりと持った取り
組みが見られた。

A

教職員の取り組み状況60％未満

A
児童アンケートでA,B評価70％以上

児童アンケートでA,B評価60％以上

児童アンケートでA,B評価60％未満

児童についての保護者アンケートでA,Bが70％以上

児童についての保護者アンケートでA,Bが60％以上

児童についての保護者アンケートでA,Bが60％未満

学校行事についての保護者アンケートでA,Bが80％以上

A

全ての行事において、
児童の取り組み目標を
明確にし、取り組んで
いく。また、行事を通
じて、主体的に取り組
む手だてを工夫する。

教職員の取り組み状況80％以上

A AA

日々の授業において、
集団解決の流れを意図
的に取り入れ、児童の
授業への達成感・充実
感を高める。

教職員の取り組み状況70％以上

教職員の取り組み状況80％以上

教職員の取り組み状況70％以上

児童についての保護者アンケートでA,Bが80％以上

・学校内の環境について改善が進ん
でいるということで、理解した。引き続
き、改善に向けた取り組みに期待す
る。

教職員の自己評価で達成度７０％以上

教職員の自己評価で達成度６０％以上

教職員の自己評価で達成度６０％未満

A

A

教職員の取り組み状況60％以上
A A A

3
　
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
充
実

全ての学級で美しい教室環
境の中で、集団に認めら
れ、児童一人一人の居場所
が確保され、活躍できる。

朝、整った教室でス
タートできている。一
人一人の強みを生かせ
るように、授業や生活
の場面で活躍の場をつ
くる努力をしている。

教職員の自己評価で達成度８０％以上

A

中間における反省点（教
室にいられない児童）は
未だに解決できずにい
る。あらゆる職種、関係
機関を活用して改善して
いく使命がある。

教職員の取り組み状況60％以上

教職員の取り組み状況60％未満

全ての学校行事、学年行
事、学年活動等を児童を高
める機会とし、児童一人一
人の活躍の場を設定し、児
童相互の認め合いができる
環境を整える。

教師がリードしながら、活
発な話し合い活動を行うこ
とで、集団解決の仕方を児
童が理解し、実践しようと
する姿が見られる。

学校体制で解決に向け
て取り組んでいるが今
後は児童の心の問題と
して根本的な課題解決
に向けての取り組みが
必要。

B

日々の振り返りは各学級
に於いて工夫して行われ
ている。しかし授業の中
での一つ一つの児童の発
言やつぶやきへの価値付
けをさらに増やすテイク
必要がある。

教員一人一人が自己の
授業に於いて具体的に
振り返られるような指
標作りをしていく。

道徳の授業の公開は各
学年、クラスに於いて
年度末に向けて計画的
に行うことができた。

校内研究の研究のまと
めを行い、集録として
記録に残していく。
残った課題を明確に
し、来年度解決向けて
取り組んでいく。

あゆみの忘れ物について
の項目で「もうすこし」
の割合は１８％であっ
た。前回よりも５ポイン
ト下がってしまってい
る。改善への取り組みの
恒常性が問われる。

・学校側として、特に忘れ物などの課
題について、まだ、改善の余地が有
るということだが、学校としてきちんと
課題認識をし、要改善項目を把握し
ていることに安心している。今後の改
善に向けての取り組みに期待してい
る。

教職員の実施状況で70％以上 道徳教育についての保護者アンケートでA,Bが70%以上

教職員の実施状況で60％以上 道徳教育についての保護者アンケートでA,Bが60%以上

教職員の実施状況で60％未満

A

A

全校を挙げて「無い
から仕方ない」とい
う考え方を根絶して
いく。全校的な取り
組みを強化する。

道徳教育についての保護者アンケートでA,Bが60%未満

AB C

C

A B

１
　
学
力
の
向
上

７月の道徳授業地区公
開講座の他に、土曜学
校公開において道徳授
業の公開を行い、地
域・保護者による評価
を行う。

教職員の実施状況で80％以上 道徳教育についての保護者アンケートでA,Bが80%以上

C

児童一人一人のスモールス
テップの自己目標を設定
し、目標を達成することに
よる達成感を積み重ねるこ
とができる。

定期的に振り返りを
行い、自己評価をさ
せ、達成できたら、
新しい目標を設定す
る。

教職員の自己評価で達成度７０％以上

A
教職員の自己評価で達成度６０％以上

A
教職員の自己評価で達成度７０％以上 授業についての保護者アンケートでA,Bが70%以上

教職員の自己評価で達成度６０％以上 授業についての保護者アンケートでA,Bが60%以上

教職員の自己評価で達成度６０％未満 授業についての保護者アンケートでA,Bが60%未満

A A A A

道徳研究授業６実践、小
中一貫教育研究授業８実
践、区教育会研究授業２
実践、都研究会授業１実
践を行い全てにおいて協
議会を持つことができ
た。

研究協議会の工夫は校
内研究会にて年間を通
して実践できた。短い
時間のなかで、テーマ
を絞った協議ができる
かが今後の課題であ
る。

教職員の自己評価で達成度６０％未満 保護者アンケートでA,Bが60%未満

校内研究（道徳）、小中一
貫教育研究、年次研修等を
等して全ての教員が授業を
公開し、研究協議を行う。

全学年で道徳の研究
授業、１１月の小中
一貫実践での研究授
業等を行い、協議会
では、全員意見を
もってのぞむ。

教職員の自己評価で達成度８０％以上 授業についての保護者アンケートでA,Bが80%以上

A A

児童アンケートでA,B評価60％未満

A

ホワイトボードを使った
ペアトークについては各
学級に於いて成果が見ら
れている。その成果を有
機的な集団解決に生かし
ていけるかが課題であ
る。

取り組みの成果の上に
児童一人一人が自信を
もって友達と意見を交
わし、解決していく実
感を持たせていきた
い。

A

１１月の教育会研究授業
（家庭科・学級活動）に
おいて児童が意見を出し
合い伝え合う姿が見て取
れた。学校の取り組みの
成果の一端が見られたと
考える。

来年度も引き続き道徳授
業の研究を通して自分の
意見をもち、伝え合う楽
しさを味わえる授業作り
への取り組みを行って行
く。

B

児童アンケートでA,B評価80％以上

管理職、主幹教諭が授業力
向上のための研修に積極的
に関わり、教員一人一人が
授業力の向上を実感するこ
とができる。

授業力アップ期間の授業
参観では、成果と課題を
もつ。年間を通したOJTの
研修等に積極的に参加す
る。

教職員の自己評価で達成度８０％以上 保護者アンケートでA,Bが80%以上

A
教職員の自己評価で達成度７０％以上 保護者アンケートでA,Bが70%以上

教職員の自己評価で達成度６０％以上 保護者アンケートでA,Bが60%以上

・学校が取り組んでいることで、効果
が出ていると見て取れる。引き続き、
継続的に取り組んで頂きたい。

教職員の取り組み状況70％以上 児童アンケートでA,B評価70％以上

教職員の取り組み状況60％以上 児童アンケートでA,B評価60％以上

教職員の取り組み状況60％未満

A A

個々の教員の授業観察
から、１回目の反省を
もとに２回目・３回目
に改善がみられる場面
があった。授業力向上
への取り組みの成果と
考える。

なかなか授業を改善で
きない教員がいること
も事実である。授業改
善に向けての自己
チェックができる表な
どの工夫が必要。

評語 主な意見

２
　
規
範
意
識
の
向
上

児童一人一人が学ぶ楽しさ
を実感できる授業実践を、
全ての教員が最低でも学期
１回行う。

全ての授業において、
自分の考えを伝え合う
場の設定し、活動を通
じて、自分に自信をも
ち、伝え合う楽しさを
実感できるようにす
る。

教職員の取り組み状況80％以上 児童アンケートでA,B評価80％以上

A A A

評
語

成果指標（可能な限り数値で）
取組指標 成果指標

考察(コメント） 改善策

重点目標を達成するための今年度の取り組みと評価基準・評価結果
Ａ
重
点

Ｃ短期経営目標（年
度末までにどのよう
な状態にするか）

具体的な方策

具体的な取り組み 成果 自己評価 学校関係者による評価

評
語

取組に関する指標
（可能な限り数値で）

道徳授業地区公開講座、学
校公開での授業公開を含
め、年間最低でも２回の道
徳授業公開を全学級で行う
ことで教師、児童、保護者
の道徳教育への意識を高め
ていく。

月に１回以上「みなみの子のやくそ
く」を振り返る。
守れていないことについては見逃さ
ず、適宜、指導を行う。
定期的に、学年会で話し合い、忘れ
物をしないようにする取り組みを行
う。

教職員の自己評価で達成度８０％以上 あゆみの忘れ物の項目、Ｃが１０％未満

A B

あゆみの忘れ物の項目、Ｃが２０％以上

常に「みなみの子のやくそ
く」の徹底を図る。児童の
忘れ物、全校で１０％以下
にする。

B

教職員の自己評価で達成度７０％以上 あゆみの忘れ物の項目、Ｃが１０％以上１５％未満

教職員の自己評価で達成度６０％以上 あゆみの忘れ物の項目、Ｃが１５％以上２０％未満

教職員の自己評価で達成度６０％未満

教職員の自己評価で達成度６０％未満

児童アンケートで、Ａ、Ｂが８０％以上

児童アンケートで、Ａ，Ｂが６０％以上

児童アンケートで、Ａ，Ｂが８０％以上で、Ａが５０％以上教職員の自己評価で達成度８０％以上


